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た
だ
き
た
い
。」
と
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
の
大
切
さ
と
市
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

こ
の
表
彰
式
は
、
昨
年
度
か
ら
始
ま
り
今

年
で
２
回
目
。
天
草
市
内
の
各
地
域
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑

張
る
団
体
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
地
域
づ
く

り
へ
の
情
熱
や
思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

こ
の
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
で
き
た
と
い

う
こ
と
は
、
下
田
南
地
区
の
方
々
の
日
々
の

頑
張
り
が
認
め
ら
れ
た
結
果
だ
と
い
え
ま

す
。
大
賞
受
賞
は
、
下
田
南
地
区
住
民
の
皆

さ
ん
の
誇
り
で
あ
り
、
天
草
町
に
住
む
私
た

ち
全
員
に
と
っ
て
も
大
変
な
誇
り
と
な
り

ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

■発行 第２５号■ 

【発行責任者】 

下田南地区振興会 

会長代理 中村敬司 

【連絡先】 

下田南公民館

42-3612 

去
る
１
月
２８
日
（
土
）、
天
草
市
民
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
で
、
天
草
宝
島
づ
く
り
講
演
会
が
開

催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、「
天
草
市
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
表
彰
」
が
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
天
草
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
推
薦

の
下
田
南
地
区
振
興
会
「
天
草
ふ
る
さ
と
家
族

便
」
が
ま
ち
づ
く
り
大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。 表

彰
式
に
は
、
中
村
敬
司
振
興
会
長
代
理
、

佃
忠
久
さ
ん
、
西
嶋
隆
明
さ
ん
ら
が
出
席
。
陶

石
で
で
き
た
大
き
な
表
彰
状
を
中
川
天
草
市
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
連
絡
会
長
か
ら
授
与
。
ま
た
、

副
賞
と
し
て
賞
金
５
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

表
彰
後
は
、
西
嶋
隆
明
さ
ん
（
天
草
ふ
る
さ

と
家
族
便
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）
が
、
家

族
便
事
業
の
概
要
を
説
明
し
、「
こ
の
完
成
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
で
利
用
し
て
い

表彰後、家族便プロジェクトリーダー西嶋隆明
さんの概要説明がありました。 

陶
板
で
で
き
た
立
派
な
表
彰
状
を
、
会
場
の
皆
さ
ん
へ
披
露
す
る
中
村

会
長
代
理
（
右
）。
佃
忠
久
さ
ん
（
左
）
の
手
に
は
副
賞
が
！
↓ 

西嶋さんの説明に、熱心に耳を傾ける参加者。 
 
副賞の５万円は、家族便プロジェクト会議で使
用方法が諮られ、なんと下田南地区振興会に寄
付されることに！プロジェクター等の「モノ」
を購入し、振興会の財産として活用させていた
だきたいと思います。 



                              

                              

                              

                              

１
月
８
日
（
日
）、
旧
下
田
南
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
お
ね
っ
ぽ
っ
ぽ
（
鬼
火

焼
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
ね
っ
ぽ

っ
ぽ
事
業
担
当
の
地
域
づ
く
り
部
会

で
は
今
年
も
ぜ
ん
ざ
い
を
用
意
。
集

ま
っ
た
人
た
ち
は
寒
天
の
下
、
今
年
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１
年
の
家
内
安
全
、
健
康
を
祈
願
し
な
が
ら
、

温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

３月１1 日（日）、春を感じるぽかぽか陽気の中…とはいかず、北風が吹くとってもさむ～い天候と

なりましたが、今年度最後の振興会行事となる「下田南ウォーキング大会」を開催しました！コースは

お馴染みとなりました、ゆったりコースとはりきりコースをご用意。今年も参加者は、ほぼ地元の方だ

けでしたが、子どもから高齢者まで、６０数名の参加者が思い思いで楽しく散歩されていたようです。

ゆったりコースでは、おばあちゃんたちやお父さんお母さんたちと一緒に手をつないで歩く子どもたち

が菜の花畑とマッチして、寒空の中ではありましたがほのぼのした雰囲気を醸しだし、見ていてなんだ

かとっても温かい気持ちとなりました。皆さんケガもなくゴールでき、無事に今年度最後の行事を終了

することができました。来年は天候も温かければいいなぁ…ウォーキング大会へ参加していただきまし

た皆さん、それからスタッフの皆さん大変お疲れ様でした！              【鬼海広明】 

１月３日、高浜公民館で天草地区成人式が開催され、
新成人３８人の出席者が二十歳の門出を祝いました。
下田南地区の成人者４名の皆さん、おめでとう！ 

↑当日出席された、松本健史さんと濵﨑沙織

さんが仲良く２ショット！（＾＾） 
 

↑今年は、入口武宣さ
んが火入れ人に！ 

←お餅を焼く藪本さ
ん。醤油砂糖をつけ
ても美味しい焼き餅

は皆で食べると格別 
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下田南のデータ・・・１０９世帯（男９６人、女１４２人）高齢化率（65 歳以上）８９人 ３７．４％（平成2４年2 月2９日現在） 

 

千紗さん、幸星くん、卒業本当におめでとう。 

無事に卒業できること、お父さんお母さんとても嬉しく思います。 

２人にとって、下田南小学校で過ごした６年間、どうでしたか？ 

天草市になり、初めての１年生。上級生の皆さん、先生方、そして何より地域の方々に本当に温

かく迎えていただいたこと。感謝の気持ちでいっぱいでした。 

色々な行事の中で、地域の方々にたくさんお世話になったこと、いつまでも忘れないでください。 

２人は入学当時からとても仲良く、勉強も頑張ってくれました。 

千紗さんは、とても落ち着きのあるお姉さんタイプ。 

幸星は、運動面、その場の盛り上げ役を頑張ってくれ、そのバランスが良かったのか２人とも良

きライバル、友達として６年間一緒に仲良く過ごせたと思います。 

中学生になったら、今まで以上に色んなことがあるでしょう。 

南小で学んだことを思い出し、これからも人一倍努力し、２人とも自分の夢に向かって成長して

もらえればと願っています。 

最後に、６年間たくさんの先生方に大変お世話になったこと、いつまでも忘れないでください。 

千紗さん、幸星くん、今までたくさんの感動をありがとう。   【西岡禎子】 

 

↑式典後、卒業生を挟み全員で記念撮影。先生も、生徒も、卒業生も、 

地域の方もみんな一緒に！みんな家族ですね(^^) 

↑中学生になっても２人は仲良しでね！ 

千紗ちゃん幸星くんナイス笑顔！ 

↑３月２３日（金）、南小体育館で卒業式が

執り行われました。写真は校歌斉唱の様子。 

 

平
成
２３
年
度
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
閉

校
ま
で
１１
ヶ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
１１
月
よ
り
地
区
の
各
団
体
代
表

者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
閉
校
記
念
事

業
実
行
委
員
会
の
準
備
会
議
を
重
ね
、
２

月
２
日
に
は
下
田
南
小
学
校
閉
校
記
念
事

業
実
行
委
員
会
設
立
総
会
、
同
月
１３
日
に

は
第
１
回
目
の
運
営
委
員
会
を
開
催
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
３
月
に
は
、
委
員
会
の

中
で
設
置
し
た
各
部
会
、
記
念
式
典
部
会
、

記
念
碑
建
立
部
会
、
記
念
誌
編
集
部
会
の

打
合
せ
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
時

同
じ
く
、
大
同
窓
会
の
打
合
せ
も
行
っ
て

お
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
現
在
、
名
簿

集
め
等
、
本
当
に
忙
し
く
立
ち
回
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
思
い
出
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
南
小
に
閉
校
の
幕
を
下
ろ
す

た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
全
員
が
ひ
と
つ
の

目
標
に
向
か
っ
て
今
前
進
し
て
い
ま
す
。 

名
簿
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
所

等
の
個
人
情
報
の
保
管
等
、
実
行
委
員
会

で
責
任
を
持
っ
て
取
扱
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
、
南
小
卒
業
生
で
出

郷
者
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が
今
後
益
々

必
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
一
丸
と
な
っ
て
、

今
後
と
も
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん

の
尚
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 



４月  

９日（月）…小学校始業式 

１０日（火）…小・中学校入学式 

※下田南地区振興会総会 

           日時は未定 

２８日（土）～５月６日（日） 

…春の陶器市（GW） 

２９日（日）…ジャガジャガ祭予定 

      （大江お万ヶ池公園） 

 ５月  

１２日（土）…国際交流の祭典 

    （天草市民センターホール） 

１２・１３日（土・日） 

…下田温泉祭 
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◆
田
ん
ぼ
に
水
が
張
ら
れ
ま
し
た
。
大
地
も

眠
り
か
ら
覚
め
、
躍
動
を
は
じ
め
る
春
。 

卒
業
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。 

◆
新
聞
紙
上
に
は
学
校
の
閉
校
式
の
記
事

が
連
日
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
母
校
、
下
田
南
小
学
校
も
来
年
、
長

い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。
今
、
閉
校

記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
方
々
に
よ
り
、

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
問
題
は
そ
の
後
で
す
。

誰
も
い
な
く
な
り
、
残
る
立
派
な
校
舎
。

そ
の
活
用
方
法
は
あ
る
の
か
。
と
ど
ま
る

こ
と
を
知
ら
ぬ
過
疎
化
… 

何
か
物
憂
い
春
の
日
で
す
。【
野
口
眞
澄
】 

 

２
月
１８
日
（
日
）、
役
員
研
修
会
の
研
修
先
と
し
て
、
玉
名
の
白
鷺
荘
別

館
で
開
催
さ
れ
た
、「
全
国
薬
草
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
２
イ
ン
玉
名
」
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
目
的
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
薬
学
博
士
・
村
上
光
太
郎

教
授
（
崇
城
大
学
）
の
基
調
講
演
「
地
球
は
大
き
な
薬
箱
～
薬
草
で
村
お
こ

し
、
健
康
お
こ
し
～
」
を
聴
く
こ
と
。
基
調
講
演
の
他
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
村
上
教
授
と
関
わ
る
“
薬
草
で
地
域
づ
く
り
”
を
さ

れ
て
い
る
方
々
の
、
薬
草
と
関
わ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。 

村
上
教
授
は
、
「
一
般
に
市
場
に
出
回
る
野
菜
も
、
“
薬
草
”
で
あ
る
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
は
、
野
菜
の
単
価
を
下
げ
る
た
め
（
売
る
た
め
）
、

見
栄
え
を
よ
く
す
る
た
め
だ
け
に
野
菜
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
一
番
大
事

な
事
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
十
分
に
含
ん

だ
野
菜
が
作
ら
れ
、
家
庭
で
食
べ
ら

れ
る
こ
と
。
今
の
野
菜
で
は
、
人
間

が
病
気
に
な
れ
る
野
菜
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

ミ
ネ
ラ
ル
を
十
分
に
含
ん
だ
野
菜
を

作
る
に
は
、
最
も
重
要
な
こ
と
が
、

土
壌
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

畑
（
土
壌
）
が
良
い
の
か
？
に
つ
い

て
は
、
色
々
な
話
し
が
あ
り
ま
し
た

が
、
「
落
ち
葉
、
草
な
ど
を
多
量
に

入
れ
た
土
地
」
が
良
い
と
い
う
お
話

を
さ
れ
、
そ
う
い
え
ば
、
下
田
南
地

区
に
は
堆
肥
事
業
で
製
作
し
て
い
る

堆
肥
（
腐
葉
土
）
が
あ
る
！
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
皆
に
知
っ
て

も
ら
え
た
ら
優
良
堆
肥
の
PR
（
販

促
）
に
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
実
際

に
堆
肥
を
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
か
ら
土
壌
づ

く
り
に
お
い
て
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
） 

他
、
一
般
的
な
“
薬
草
”
に
つ
い
て
の
話
し
は
、
時

間
の
都
合
上
、
あ
ま
り
聴
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域

に
あ
る
松
や
ハ
ト
ム
ギ
、
ム
カ
ゴ
や
ボ
ウ
フ
ウ
、
オ
オ

バ
コ
な
ど
は
健
康
に
良
い
と
さ
れ
る
そ
う
で
、
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
の
家
族
便
や
ブ
ル
ー
ガ
ー
デ
ン
の
“
商
品
”
と

し
て
、
研
究
の
余
地
が
あ
る
な
と
も
感
じ
ま
し
た
。
と

に
か
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
な
き
ゃ
も
っ
た
い
な
い

お
話
で
し
た
。 

 

↑村上光太郎教授。薬草につい

て、時には冗談を交えながら、

分かりやすくご説明いただき

ました。 

↑白鷺荘別館５Ｆの会場。入口では、地元小

岱山薬草の会員が土筆の“炒りモノ”を来

場された皆さんへ振る舞っていました。 

↑パネルディスカッションの風景。飛騨

市役所の野村課長補佐が発表されて

います。 このようなシンポジウムや地

域間の交流を密接に行い、食について

の健康づくりが行われていけば幸い

であるとまとめられ、玉名宣言「薬草

交流を続け健康づくりを家庭から始

めよう」が採択されました。 

 昨年７月、市の指定を受け取り組んだこの事業

も、今年３月をもって終了します。２月のアンケー

ト調査も地域住民向け、出郷者向けと２種類に分け

て実施させていただきましたが、この程、委託先機

関から調査結果が報告されたところです。この調査

結果につきましては、振興会会議及び誌面等にて皆

さまに報告させていただきたいと思います。どんど

ん加速を増していく過疎化の波に歯止めをかける

べく、地域一丸となってこの問題に取り組んでいき

ましょう。 


